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脳α”"gosZo"z"'7ｚｃｏ〃α〃加（Diesing，1850）は，

ヨーロッパからアジアの東南部にかけて広く分布し，野

猫に高率に寄生しているといわれている．本吸虫につい

て，最初に記載したのはDiesing（1850）であるが，

Ciurea（1922）によってさらにくわしく研究され，再記

載が行なわれた．その後，ＬａＲｕｅ（1926)，Faust

(1927)，Wallace（1939）らによっても検討がなされ，

種々な知見が報告されると共に，Yamaguti（1958）に

よっても分類上の位置が明確にされた．最近になって，

わが国においても同吸虫と,思われるものが発見され，本

邦に分布する猫の寄生虫の１つとして報告がなされた．

すなわち，ＫｉｆｕｎｅｅＺａＺ．（1967）は福岡県大川市と久

留米市とにおいて捕獲された野猫から得たものを本種と

同定し，またMachida（1970）は対島産のツシマヤマ

ネコより得たものを本種と同定した．

著者らは1966年から1967年にかけて，滋賀県の琵琶湖

周辺で捕獲された野猫83頭を剖検したところ，これらの

猫のうちの３頭から，ある種の吸虫を採集し検討した結

果，Pharyngostomum属の吸虫であることを認め，ひ

とまず同地方の野猫における寄生虫調査結果の中で，種

を決定しないまま報告しておいた(近藤ら，1969)．その

後，本吸虫についてさらにくわしく検討したところ，

Ciurea,ＫｉｆｕｎｅｅＺＭ，Machidaなどの報告したもの

とは，計測値において若干の差異はあるものの，砂‐

αが"gDsZom…ｃｏＭａＺ‘"Ｚ（Diesing，1850）Ciurea，

1922であることが明らかとなったので，ここにその精細

を報告する．

ある．

これらの猫の剖検にあたっては，各種寄生蠕虫の採

集を目的としていたために，肝臓，肺臓，腎臓をはじめ

各臓器を摘出して持ち帰り，精査し，虫体採集につとめ

た．特に消化管は，微温湯内で縦に切開し，内面をよく

こすり洗った後，その全液を集め，解剖顕微鏡を用いて

検査し，虫体を採集した．

採集された本吸虫は直ちに10％Formalin液により

固定し保存した．この吸虫の同定にあたっては，虫体を

約12時間以上流水中で洗い，脱Formalinしたものを，

軽く圧平しながら飽和昇求水により再固定した．そし

て，染色はBoraxcarmine，あるいはDelafieldの

Hematoxylin等によって行なった．一部の虫体はＬａ‐

cto-phenolによって虫体を透過し，観察を行なった．

虫体の計測は，１２個体を選び，体長をはじめそれぞれの

器官について行ない．その平均値を求めた．虫卵につい

ては，猫の糞便中のものを計測した．

さらに走査電子顕微鏡による虫体の観察を行なった．

虫体は前述と同様の方法で，脱Formalinし，ついで

2.5％Glutal-aldehydeで１時間30分，１％Osmic

acidで１時間の二重固定を行なった．そして，Acetone

系列で脱水した後，炭素と金の二重蒸着をほどこして観

察を行なった．観察に使用した走査電子顕微鏡は日本電

子製のＪＳＭ－Ｓ１型である．

成績

本吸虫は検査した83頭の猫のうち３頭から，それぞれ

81個体，６個体ずつ計93個体が採集された．この吸虫は

肉厚で,横川吸虫よりもかなり大きく，黄白色の一見ゴマ

粒を思わせる形をしている．そして，ほとんどは小腸上

部に寄生するが，寄生虫体数が増すにしたがって，小腸

材料と方法

本吸虫を得た３頭の猫は1966年はじめに琵琶湖周辺で

捕獲され，近江八幡市の化成場に集められてきたもので
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TablelMeasurementsofE/、ﾉﾂﾞﾉﾉgosro"z""ｚｃｏγcJaZ”〃

Characters Ｍａｘｉｍｕｍ AverageＭｉｎｉｍｕｍ

Ｍ,(零翻）
or小ucker(砦翻）
Ph…(砦翻
v…'…瞳(篶翻
Ｍ儲宙）
Egg(篶柵

１．９０ｍｍ

０．９４

107,22
９４

１２７

１２４

３３

３９

８０

２５０

１１１

６６

１．４８ｍｍ

０．７８

９Lu
８２

１０９

１０５

２７

３６

７０

２３０

１０２

６３

２．２３ｍｍ

1．１８

141ｌｕ
ｌＯ８

１３４

１４９

４１

４５

９０

３１０

１２４

７３

見出し得なかった．腹吸盤の形態は楕円形で小さく，菊

花状を呈している（第６図)．この大きさは縦径が27～

41/Ｉ（平均：３３」u)），横径が36～45’（平均：３９/z）であ

った．また，口吸盤と腹吸盤との大きさを比較してみる

と，口吸盤は腹吸盤の約３倍の大きさであった（第１

表)．

卵巣は虫体のほぼ中央にあって噸へ,，の字形をしてい

る．そして，その大きさには種々変異がみられ，縦径は

70~90’（平均:８Ｍ,横径は230~310/ｕ(平均:25Ｍ

であった(第１表，第３図）睾丸は虫体の後方，体幅が

細くなった部分にあって，左右１個ずつ認められた（第

３図)．子宮は認めにくいが，この睾丸の間から卵巣の

背側に蛇行しているのがみられる(第３図)．生殖門は大

きく，虫体の後端に開いていた(第７図)．

虫卵は大きく，黄褐色で楕円形であった．卵殻はやや

厚く，虫卵の一端には小蓋を有していた．この虫卵は，

ほとんどのものが肺吸虫，広節裂頭条虫卵よりもかなり

大きく，肝蛭の虫卵よりは小さかった．そして，卵殻の

表面には石垣状の紋理がみられた．虫卵の大きさは，長

径が102～124ﾉリ（平均：111Jα)，短径が63～73浬（平均：

6Ｍであった（第１表，第８図)．

の中ほどにまで分布していた．また，絨毛内にしっかり

と固着し寄生していた(第１図)．

・虫体を体の前部と後部とにわけてみると，前部は体幅

が広く，後部は後端に向って体幅がせまくなっている

(第２，３図)．虫体をさらにくわしくみると，体の中央

部分，腹面には大きく隆起した部分と，さらにその上方

ロ吸盤よりに半球状の小隆起部分とがあって，それらを

包む様に膜状の構造がみられる．この様な形態が，まず

本吸虫の特徴と考えられる．本吸虫の全体を走査電子顕

微鏡で観察すると，上述の特徴がさらによくわかる（第

４図)．

虫体の計測値をみると，体長は1.48～2.23ｍｍ（平

均：１．９０ｍｍ)，最大幅は0.78～1.18ｍｍ（平均：０．９４

ｍｍ）であった(第１表)．

次に虫体の各部について計測を行ない，その結果を示

すと，まず体の前端部には口吸盤があって，その縦径

は９１～141’（平均：107β)，横径は82～108/‘（平均：

94浜）であった（第１表，第５図)．

咽頭は口吸盤に続いてみられ，ほぼ円形で筋肉質にと

む．縦径は109～134/』（平均：127’)，横径は105～149,22

(平均：124＃）で，口吸盤よりはやや大きい．

虫体の中央部分にはすでにのべたごとく，腹側の口吸

盤よりに半球形の部分と，それに続く広く大きな隆起し

た部分とがあり，大きく隆起した部分の内容は豊満な卵

黄巣で満たされている(第２，３図)．さらにそれを包む

様な膜状の構造がみられる．光学顕微鏡で観察すると，

この膜状のものは，着物の襟を合わせたようになってい

て，隆起した部分を包み込むような形がみられたが，走

査電子顕微鏡像では，あまり包み込んだ状態とはなら

ず、隆起した部分が大きく露出している像がみられた

(第４図)．

腹吸盤は非常に観察しにくく，１２個体中３個体にしか

考察

Ｅﾉｶαひ'zgosZo77z…ＣＯ〃α〃"ｚはDiesing，（1850）に

よって発見，記載され，ヨーロッパからアジアの南東部

にかけて広く分布し，猫に寄生していることが知られて

いる．近年，わが国においてもＫｉｆｕｎｅｅＺａＺ．（1967)，

Machida（1970）などによって本吸虫が本邦にも分布

することが報告された．これらの報告は，本邦の中でも

九州地方で見出されたものについてなされたものであ

る．しかし今回の著者ら調査によって，本吸虫が近畿地

方（滋賀県琵琶湖周辺）の猫にも寄生していることが明

(１１）
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らかとなった．

著者らが検査した虫体と，他の諸報告との間には若干

の差があった．まず，虫体の計測値では，諸氏の計測値

は，体長1.37～383ｍｍ,体幅0.78～２．００ｍｍの範囲内

にあり，著者らのものはもちろんこの範囲には入るが，

小形の方であった．そして，諸報告の中ではＫｉｆｕｎｅ

ｅｒａＺ．（1967)，Machida（1970）等の計測値に最も近似

していた．

口吸盤についは，ＫｉｆｕｎｅｅＺａＪ．（1967）の値よりも

大きく，Machida（1970）の値に近似していた．次に，

咽頭についてみると，ＬａＲｕｅ（1926）の値よりもかな

りノトさいが，ＫｉｆｕｎｅｅｒａＬ（1967）の値に近かった．

膜状の構造で包まれた隆起した部分はＬａＲｕｅ(1926）

を始め，Wallace（1939）らによるとholdfastorgan

と名付けられているが，Yamaguti（1958)，ＫｉｆｕｎｅｅＺ

ａＺ．（1967）はtribocaticorganと名付けている．著者

らは,この部分を光学顕微鏡ならびに,走査電子顕微鏡に

よって観察を行なったが，後者による所見では，大きく

隆起した部分の口吸盤よりには，さらに半球状の著明な

構造物が存在しているのを認めた．この半球状の隆起物

は，口吸盤に向って縦にくぼんでおり，一見中折帽子を

思わせる形をしており，このような構造から，固着する

為に必要な器官ではないかと考えられる(第５図)．なぜ

ならば，次にのべる腹吸盤が，虫体の表面には認められ

ず，固着する為の機能を持たないのではないかと考えら

れるからである．

腹吸盤は非常に小さく，口吸盤に比較して約'/3程度

の大きさであって，見出すにも非常に困難を感ずる程で

あった．ＬａＲｕｅ（1926)，Yamaguti（1958)，Ｋｉｆｕｎｅ

ｅｒａＬ（1967）らも一応存在を認めているが，Wallace

(1939）らは明確な記載をしていないほどである．

卵巣は唾へ，，の字形であって，形態的には諸氏の報告

したものとよく一致するが，大きさにはかなり変異があ

るようである．そして，計測値をみると，著者らの値が

一番小さかった．子宮は卵巣の背側にあって，紐状で蛇

行しているのがみられたが，確実な形態を知ることは困

難であった．

虫卵の形態および計測値は，今まで報告されたものと

よく一致していた．すなわち，諸氏の報告を総合してみ

ると，縦径は８８～132ノリ，横径は６５～95〃の範囲内にあ

る．著者らの計測値もその範囲内にあるが，やや細長い

虫卵であって，その平均値は111×66βであった．卵殻

には石垣状の紋理がみられる点も，諸氏の報告と一致し

ていた．

要約

滋賀県琵琶湖周辺地で捕獲された野猫83頭中３頭から

１種の吸虫を採取し，〃α':y"gosZol""ｍｓｐ、としてす

でに報告したが，その後検討を行なった結果，本吸虫は

Ｈａｂﾉ"gosro"z""ｚｃｏＭａＺ,”(Diesing，1850）Ciurea､

1922であることが判明したので，その形態の精細につい

て光学顕微鏡のみならず，走査電子顕微鏡を用いて観察

し，その結果を記述した．

本吸虫は猫の小腸上部から中部にかけて棲息し，絨毛

内に深く固着し寄生する.虫体の大きさは,横川吸虫より

も大きく，ゴマ粒状で，平均体長1.90ｍｍ，平均体幅

0.94ｍｍであった．虫体の腹面は大きく隆起しており，

その隆起部分の上方の口吸盤よりには，さらに半球形の

隆起物がある．この大きな隆起部分の中は卵黄巣で満た

されている．これらの隆起した部分を包むようにして膜

状の構造がみられた．口吸盤の大きさは縦径107/',横径

94｣(`，咽頭は127〃および124〃,腹吸盤は小形で33/‘およ

び39〆であった．腹吸盤は大きく隆起した部分の上端の

内部にかくされて存在するために，観察するのは非常に

困難であった．卵巣は虫体のほぼ中央にあって，駁へ,，

の字形をし，その大きさに変異はあるが，平均縦８０/１，

横250ｕであった．また，睾丸は虫体の後部，左右に１

対あり，虫体の後端には大きな生殖門が開いていた．虫

卵は黄褐色を呈し大きく(長径平均111",横径平均66ﾉﾘ)，

一端に小蓋を有し，かつ卵殻には特徴ある石垣状の紋理

を認めた．

稿を終るにあたり，御指導，御校閲を賜った吉田教

授，ならびに御助言を頂いた長花前教授に深く感謝す

る．
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Abstract

ON PHARYNGOSTOMUM CORDATUM (DIESING, 1850) FROM

CATS IN SHIGA PREFECTURE, JAPAN

Kaoru KONDO, Hiroshi KURIMOTO, Kiyoshi ODA and Yoshiharu SHIMADA

{Department of Medical Zoology, Kyoto Prefectural University of Medicine)

In 1966 and 1967, 83 cats which were captured in Shiga Prefecture were autopsied and

examined for helminths. From the small intestine of 3 cats out of all, 81, 6 and 6 specimens

of Pharyngostomum cordatum were found, respectively. This trematode was morphologically

studied with the light and scanning electron microscopes.

The worm is 1.9 mm long and 0.94 mm wide in average. The oral sucker (107 p. long and

94 ft wide in average) is about 3 times larger than the ventral sucker (33 p. long and 39 p. wide

in average). The worm has a protuberant structure at the ventral site. This structure is fill

ed with the vitellaria and is externally covered by membranelike structure. The egg is oval,

yellowish brown, operculate, and 111 ft long and 66 /j wide in average.

P. cordatum was first found in Japan by Kifune et al. in 1967 then Machida in 1970 both

in Kyushu area, southern part of Japan. The present report is the third one and shows that

this trematode also distributes in the middle of Japan.




